



















     In recent years, the flood in urban areas is a problem because of global warming. It's also because of 
urban development that prevents rain from permeating the ground. In fact, as compared with the past, 
concentrated heavy rain is easy to be generated about 1.5 times now. On the other hand, a lot of people are not 
known to the risk well. In this study, it aims to analyze the flood in urban areas and propose a flood control 
measures. 
















加傾向にある。1998 年から 2008 年までの平均値は年間
239 回発生しており、1976 年から 1986 年までの 160 回と
比較すると、約 1.5 倍に増加していることが分かる。	 
	 



























ら 1992 年では、平均で 50000 ヘクタール以上あったこと





























































図７	 昭和 58 年の練馬区桜台３丁目	 
	 
	 
図８	 昭和 32	 年の練馬区桜台３丁目	 
	 
	 
















図 10	 昭和 58 年の練馬区桜台３丁目	 
	 
	 
図 11	 昭和 32	 年の練馬区桜台３丁目	 
	 
	 
























































































図 17	 合弁式下水道の入力データ	 
 
 
図 18	 東海豪雨の降雨量	 
	 
 
図 19	 練馬区浸水ハザードマップでの結果	 
 
（５）解析結果 

















図 20	 25m メッシュ解析における最大浸水深	 
	 
















た。６時間程降雨が続き、降雨量が最大に近い 12 日の 18
時 20 分頃に最初の氾濫が発生した。 
 






目の 11 番地と 12 番地、19 番地のある交差点（氾濫源１）
であり、西側は、桜台３丁目の 37 番地、33 番地、そして
区立開進第三中学校のある交差点（氾濫源２）であるこ




を、16 時 50 分から 19 時 30 分まで 20 分間隔で示す。最
初の氾濫は氾濫源１において確認され、3 時 40 分頃に氾
濫源のある通りで 0.20m〜0.30m の浸水被害が発生した。
氾濫した降雨は窪地に沿って河川方面へ流れ、発生から
40 分後の 4 時 20 分頃に河川へ到達した。 
その後、同様な氾濫が、5 時 50 分頃、14 時 10 分頃、
16 時 50 分頃も確認され、17 時 10 分頃に初めて氾濫源２
で 0.10m〜0.20m の浸水被害が確認された。 
氾濫源１では、断続的に時間当たり 30mm を超す降雨





認された。19 時に時間あたり 93mm の最大降雨量を観測









































図 24 に階層１と階層２は密接に関係図を示す。 
 
 
図 23	 階層別対策の全体像	 
 
 














































図 26	 検討モデル２	 
	 
 
図 27	 予測水位の表示	 
 
 





























図 29	 アプリの機能一覧	 
	 
	 














図 31	 投影する波紋のイメージ 
 
 



























































































2)松田磐余（2008） 『江戸・東京地形学散歩』之潮, pp66-71. 
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